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グラフィカルコミュニケーション可視化技術
対話内容をグラフィックなどで表すことで情景を

直感的に伝えます
#顧客体験価値向上 #ウェルビーイング・人的資本経営

議事録のように対話内容をテキスト化する技術では
対話内に表れる相手の様子や状況まで瞬時に理解す
ることは難しいです。

対話の場において、描かれたテキストやグラフィッ
クを閲覧することで相手の様子や対話の状況を直観
的に理解することを可能にします。

対話における言語的な内容だけではなく、マルチモーダル情報
から対話の情景を理解するのに役立つ情報を抽出し、状況を含
め直感的に理解できるように構造化した上でテキストやグラ
フィックにより表現

参加者の様子や対話の状況を含めた上で対話内容を構造化し、
それを直感的に把握できるようにテキストやグラフィックで可
視化する世界初のAIグラフィックレコーディング生成技術

情報通信業分野に置いて、お見合いの場や，ワークショップなどの共創の場などに適用（2025年度末頃）

出展社＝日本電信電話株式会社

問い合わせ先URL

Meeting Graphic Recording

Visualization processing

Structure definition

技術ポイント①グラフィックレコーディング
生成のための可視化構造の定義

技術ポイント② 対話状況の抽出と、可視化構
造定義に基づくグラフィックレコーディング自
動生成(Multimodal recognition・LLM)

Refelence

Voice
Video

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=201&param03=G02-02
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